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【看護福祉学部における教育研究上の目的】 

看護福祉学部は、保健・医療・福祉それぞれの分野を統合し、医療や介護、生活援助、リハビリを

必要とする人々が持つ残存能力や機能を生かしたケアの理念に基づく「看護・リハビリと福祉の

実践」を通して、豊かで質の高い生活設計を創造できる人材を養成することを目的とする。 

 

 

 

【看護学科における教育研究上の目的】 

看護学科は、看護の対象者である“人”を理解することを基本に、保健・医療・福祉の三領域に

ついて総合的に教育研究を行い、生活者の心身の健康及び地域の健康問題を捉え、それを解決する

能力を持ち、あわせて幸福や生きる意味について生活者と共に考えることの出来る人間学的知見をも

有した人材を養成することを目的とする。 

 

 

 

【社会福祉学科における教育研究上の目的】 

社会福祉学科は、社会福祉の分野を中心に、社会の変化に伴う諸課題に応えるべく、生活者の

視点から当事者並びに家族、地域住民を含む多くの“人”を対象に解決すべき諸問題を捉えて、

理論的、実践的な教育と研究を行い、社会福祉の領域はもとより、医療福祉や福祉行政等においても

活躍できる有能な人材を養成することを目的とする。 

 

 

 

【リハビリテーション学科における教育研究上の目的】 

リハビリテーション学科は、その対象者である“人”を理解することを基本に、保健・医療・

福祉に関連する専門的で高度な知識、技術についての教育研究を行い、広い視野と良識ある教養を

持ち、チーム医療を担う一員として総合的かつ横断的な知識、判断力を有し、保健・医療・福祉の

現場における対応能力に優れた人材を養成することを目的とする。 

 

 

 

【鍼灸スポーツ学科における教育研究上の目的】 

鍼灸スポーツ学科は、その対象者である“人”を理解することを基本に、鍼灸スポーツ学を主体

とした保健・医療・福祉に関する専門的で高度な知識、技術についての教育研究を行い、広い視野と

良識ある教養を持ち、医学的、科学的検証に必要な知識及び判断力を有し、生活者への対応能力に

優れた人材を養成することを目的とする。 

  



【口腔保健学科における教育研究上の目的】 

口腔保健学科は、その対象者である“人”を理解することを基本に、口腔保健学を主体とした

保健・医療・福祉に関する専門的で高度な知識、技術についての教育研究を行い、広い視野と良識

ある教養を持ち、歯科疾患の予防と歯科保健指導に必要な知識及び判断力を有し、生活者への対応

能力に優れた人材を養成することを目的とする。 

 

 

 

【助産学専攻科における教育研究上の目的】 

専攻科は、生涯にわたる女性の健康と性と生殖に関する権利を基盤とした教育を行うことにより、

母子及びその家族や地域の人々に寄り添い、対象のニーズに応え得る高度な診断能力、及び科学的

根拠に基づく質の高い助産技術と実践能力を発揮し得る能力を備えた助産師を養成することを目的

とする。 

 

 

 

【看護福祉学研究科における教育研究上の目的】 

看護福祉学研究科は、「保健・医療・福祉を幅広く学ぶ」という独自の教育実績と研究成果を基に、

より高度な学術の理論及び応用を教授研究し、広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野に

おける研究や高度の専門性を要する職業に必要な能力を有する人材を養成することを目的とする。 

 

 

 

【看護学専攻における教育研究上の目的】 

看護学専攻は、科学的根拠に基づく看護を目指し、看護学分野について幅広く高度で総合的・

専門的な教育研究を行い、臨床、管理、教育あるいは研究において、優れたリーダーシップを発揮し

得る能力を備えた人材を養成することを目的とする。 

 

 

 

【精神保健学専攻における教育研究上の目的】 

精神保健学専攻は、現代社会における人や社会集団のライフステージやライフサイクル上の精神

保健上の問題を主題に、基盤研究や学際的・開発的な研究を行い、精神保健課題に的確に対応できる

人材を養成することを目的とする。 

 

 

 

【健康支援科学専攻における教育研究上の目的】 

健康支援科学専攻は、ヘルスプロモーションの理念に立ち、食すること、身体を動かすことを

基盤とし、関連する学際分野と融合した健康支援科学に関する学術研究活動を科学的根拠に基づき

実践することで、健康支援に関わる高度の知識と技術を有する専門職及び多職種の専門職連携の

構築をリードできる人材を養成することを目的とする。 


